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融
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我
が
国
に
お
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
団
塊
の
世
代
が
七
十
五
歳
を
迎
え
る
年
が
二
〇
二
五
年
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
団
塊
の
世
代

の
ジ
ュ
ニ
ア
が
六
十
代
と
な
る
の
が
、
二
〇
三
〇
年
頃
と
言
わ
れ
て
い
る
。
人
生
百
年
時
代
と
い
う
言
葉
が
盛
ん
に
使
わ
れ
、

退
職
後
の
人
生
が
長
く
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
「
資
産
寿
命
が
生
命
寿
命
に
届
か
な
い
リ
ス
ク
」
が
指
摘
さ
れ
、
政
府
も

こ
の
間
、
「
貯
蓄
か
ら
投
資
へ
」
と
誘
導
し
て
い
る
。 

 

そ
の
よ
う
な
中
、
高
齢
者
に
よ
る
金
融
商
品
取
引
に
関
連
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
数
多
く
発
生
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
独
立

行
政
法
人
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
が
発
行
し
て
い
る
「
消
費
生
活
年
報
二
〇
二
一
年
」
に
よ
る
と
、
「
金
融
・
保
険
サ
ー
ビ
ス
」

に
関
す
る
相
談
件
数
は
、
七
十
代
で
、
一
万
四
千
八
百
九
十
二
件
で
あ
る
。
五
十
代
、
六
十
代
の
相
談
件
数
が
約
八
千
件
で
あ

る
の
に
対
し
、
約
二
倍
の
相
談
件
数
に
な
っ
て
い
る
。
金
融
業
の
業
態
ご
と
に
金
融
Ａ
Ｄ
Ｒ
（
指
定
紛
争
解
決
機
関
）
に
よ
る

相
談
窓
口
が
あ
る
が
、
そ
ち
ら
へ
の
相
談
も
約
半
数
が
七
十
歳
以
上
に
よ
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
我
が
国
の
家
計
金
融
資
産

の
約
三
分
の
二
を
六
十
歳
以
上
の
世
帯
が
保
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
金
融
機
関
か
ら
の
高
齢
者
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
増
え
る

こ
と
は
容
易
に
予
測
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
単
身
の
高
齢
者
世
帯
の
増
加
に
よ
り
、
家
族
等
の
相
談
相
手
が
な
い
ま
ま
金
融
商
品

取
引
を
行
う
ケ
ー
ス
も
増
加
す
る
こ
と
か
ら
、
高
齢
者
の
金
融
商
品
取
引
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
増
加
す
る
こ
と
を
未
然
に
防
ぐ
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対
策
が
一
層
必
要
に
な
る
と
考
え
、
以
下
、
質
問
す
る
。 

一 
超
高
齢
社
会
に
お
け
る
、
高
齢
者
の
金
融
商
品
取
引
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
の
現
状
に
つ
い
て
、
そ
の
主
な
内
容
、
件
数
、

問
題
点
等
、
政
府
は
把
握
し
て
い
る
か
。 

二 

高
齢
者
の
中
に
は
今
な
お
銀
行
に
対
す
る
信
頼
度
は
非
常
に
高
い
も
の
が
あ
る
。
銀
行
窓
口
販
売
に
よ
る
金
融
商
品
を
、

保
険
商
品
や
、
証
券
、
投
資
信
託
等
で
は
な
く
、
預
金
の
預
け
な
お
し
と
思
っ
て
い
た
な
ど
、
真
の
リ
ス
ク
を
知
ら
な
い
ま

ま
で
金
融
商
品
を
購
入
し
、
老
後
の
資
金
を
失
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
例
も
あ
る
。
金
融
商
品
販
売
に
お
け
る
適
合
性
原
則

（
顧
客
の
知
識
、
経
験
、
財
産
の
状
況
及
び
取
引
目
的
に
照
ら
し
て
不
適
当
と
認
め
ら
れ
る
勧
誘
を
行
っ
て
投
資
者
の
保
護

に
欠
け
、
又
は
欠
け
る
こ
と
と
な
る
お
そ
れ
が
な
い
よ
う
に
業
務
の
運
営
を
行
う
よ
う
も
と
め
る
も
の
）
に
反
す
る
可
能
性

の
あ
る
取
引
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。 

 
 

金
融
庁
の
、
「
金
融
審
議
会 

市
場
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
報
告
書 

顧
客
本
位
の
業
務
運
営
の
進
展
に
向
け
て
」

（
令
和
二
年
八
月
五
日
）
で
は
、
「
不
適
切
な
販
売
事
例
に
対
す
る
監
督
上
の
対
応
の
強
化
」
と
し
て
、
「
誠
実
公
正
義

務
・
適
合
性
原
則
に
反
す
る
可
能
性
の
あ
る
行
為
」
や
、
「
適
合
性
原
則
の
内
容
の
明
確
化
」
が
挙
げ
ら
れ
、
「
履
行
を
確

保
す
る
た
め
の
態
勢
整
備
に
つ
い
て
は
、
経
営
陣
主
導
の
も
と
、
内
部
管
理
部
門
に
お
い
て
検
証
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
れ
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を
踏
ま
え
た
態
勢
の
見
直
し
を
行
う
な
ど
、
そ
の
実
効
性
を
確
保
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
旨
も
監
督
指
針
で
明
確
化
す
る

こ
と
が
適
当
と
考
え
ら
れ
る
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
監
督
指
針
の
強
化
の
み
に
お
い
て
、
金
融
商
品
取
引
に
お
け
る
適
合
性

の
原
則
が
順
守
さ
れ
、
ト
ラ
ブ
ル
が
減
少
す
る
と
考
え
る
か
、
政
府
の
見
解
如
何
。 

三 

金
融
Ａ
Ｄ
Ｒ
に
よ
る
紛
争
解
決
に
よ
る
場
合
も
、
顧
客
側
が
金
融
機
関
側
の
過
失
を
示
す
証
拠
な
ど
を
示
さ
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
審
査
対
象
と
な
る
に
も
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ト
ラ
ブ
ル
を
回
避
す
る
た
め
に
も
、
説
明
時
、
契
約
時

に
お
い
て
は
、
第
三
者
を
入
れ
る
、
録
音
で
の
記
録
な
ど
、
顧
客
と
販
売
に
携
わ
る
金
融
事
業
者
だ
け
で
の
契
約
と
な
ら
な

い
よ
う
、
一
層
丁
寧
な
措
置
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。 

四 

高
齢
者
な
ど
金
融
投
資
に
つ
い
て
十
分
な
知
識
と
経
験
と
判
断
能
力
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
可
能
性
が
高
い
顧
客
に
対

し
て
、
投
資
取
引
の
勧
誘
に
お
け
る
虚
偽
説
明
や
過
当
取
引
（
無
意
味
な
反
復
販
売
や
乗
換
売
買
な
ど
）
に
つ
い
て
は
、
立

証
責
任
を
顧
客
側
か
ら
販
売
事
業
者
に
転
嫁
さ
せ
る
こ
と
で
、
被
害
者
救
済
の
可
能
性
を
広
げ
る
こ
と
を
検
討
す
る
こ
と
を

提
案
す
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。 

 

右
質
問
す
る
。 


